
 
当日欠席正会員（議決権所有会員）は委任状を提出下さい。 

委員の代理参加は「参加」ですので委任状は不要です。 

委任状なき場合は「理事長委任」とさせて頂きます。 

 

 

【総会】 

第 26 期 2023 年度 

社建フォーラム定期総会 
 

開催日 2023年 8月 4日（金） 15時～16時 45 分 

（ワークピア広島会議室にて） 

 

 
   

 

 

 

 

議 事 次 第 

議案 

第 1号議案  第 25 期（2022年度）事業報告及び決算書に関して（承認議案） 

第 2号議案  第 26 期（2023年度）事業方針及び予算に関して（承認議案） 

第 3号議案  会員動向（入退会等）に関して（報告議案） 

第 4号議案  役員人事（承認議案） 

第 5号議案  ２０２４年度新事務局による事業体制 

第 6号議案  インボイス対応に関して 

第 7号議案  その他（報告議案） 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

総議決権数 14 コのうち出席議決権数 14 コ。本総会は成立しました。 

 

 

（関連会則）会則第１２条  総会の成立と議決→会員の過半数の出席（委任状を含む。）→成立。 

総会の決議→出席会員の過半数。可否同数のときは、 理事長がこれを決定する。 



【第 26 期（2023 年度）社建フォーラム定期総会】 
第 1号議案  第 25 期（2022年度）事業報告及び決算書に関して（承認議案） 

 

2022 年度事業報告 

 

イベント（展示会・プレゼン）：無し。 

広報：有料広告 1回（2022 年 11月）中建日報。 

無償記事 2回（2022年 11月、セミナー開催周知）中建日報。 

例会〈CPDSセミナー例会〉：1回。 

―コロナ禍前（21 期）との比較（※）― 

25期例会（セミナー）参加者計（1回）：34 名。受講証明書発行数計：20 名（11％） 

24期例会（セミナー）参加者計（1回）：52 名。受講証明書発行数計：33 名（18％） 

23期例会（セミナー）参加者計（2回）：103 名（平均 51名/回）。受講証明書発行数計：58 名（32％） 

 

△（コロナ不開催 1回）22期例会（セミナー）参加者計（3 回）：194 名（平均 64名/回）。受講証明書発行数計：127 名（72％） 

※ 21 期（４年前）例会参加者計（セミナー4回）：254 名（平均 64名/回）。受講証明書発行数計：176 名（平均 45名/回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 例会（CPDS セミナー：以下セミナー） 

（会場：ワークピア広島） 

イベント（展示会） 

プレゼン等 

理事会・総会 

運営委員会 

2020年 1 月より新型コロナ感染症が国内上陸。感染拡大が 2022 年も収まっていないが WITH コロナで活動。 

221122 

 

NO67

（セミナ

ー） 

CPDS セミナー【新技術・新工法（産・官・学）】 

1.  《（産）コンクリート補強繊維「バルチップ」》講師： 森宗義和

（バルチップ㈱取締役営業部長） 

2.（学）《繊維補強コンクリート～ 腐食しない合成短繊維を有効

利用》講師：十河茂幸（近未来コンクリート代表） 

3.《（官）新技術・新工法～新技術情報提供システム（NETIS）の

活用》講師：梅木寿明（中国地方整備局 企画部施工企画課 

課長補佐） 

 

 

計 人数：34名、受講証明書：20名 

広報（中建日報） 

無償記事広告（2 回）

2211。 

有料広告（1回） 

1.第 25 期理事会 

22606～220613（書面議決）。 

2.第 25 期総会 220713（Web） 
（共に、前期事業・決算報告、当

期事業方針、人事（役員、委員、

会員）確認・承認等）。 

3.臨時理事会 230303 

（ポスト事務局～新運営体制） 

（㈱ガイアート中国支店会議室） 

4.230328 懇親送別会（七五三

太長屋にて） 

計 例会 1 回/人数 34 名（講師含）/受講証明書 20 名 

（コロナ前 2018 年 4 回/人数 254 名/受講証明書 176 名） 

 

無償記事広告：2 回 

   有料広告：1 回 

 

理事会・総会各１回 

臨時理事会 1 回 

懇親送別会 1 回 



 



第 2号議案  第 26 期（2023年度）事業方針及び予算に関して（承認議案） 

 

（事業方針） 

事業実施は With コロナを基調とし可能な限りコロナ前の活動に戻す。が、感染蔓延時は中止を決断する。 

（事業の種類）  

① CPDS セミナー事業：3～4回/年。テーマは建設業界及び会員企業に必要な事全てを対象。 

開催手法は参加者のビジネスチャンスにもなる事を基調に、対面形式を基調とする。企画に応じて On-Lineで 

のセミナーも対応する。 

②広報事業：社建Ｆセミナー等活動を HPやマスコミの記事・広告で周知。 

社会・建設業界に開かれた魅力ある団体として、より集客・会員増を図る。 

④関連イベントへの周知参加事業（Ｏｎ Ｌｉｎｅ含む）：例年開催されている、フォーラム等にマッチングするもの 

があれば会員に周知、或いは社建 Fで参加。 

 

（事業予算） 

 

第 3号議案  会員動向（入退会等）に関して(報告議案)  

入会：藤田秀人（個人） 退会 2：広島県アスファルト合材協会、㈱N CORPORATION、管清一（個人） 

26期（2023年 4月 1日）：2団体、14企業、1賛助会員、5個人会員 

内訳（14正会員，1賛助会員、5個人会員、2連携団体）。 

25期（2022年 4月 1日）：3団体、15企業、1賛助会員、5個人会員、2連携団体。 

24期（2021年 4月 1日）：3団体、14企業、1賛助会員、5個人会員、2連携団体。 

23期（2020年 4月 1日）：3団体、15企業、1賛助会員、5個人会員、2連携団体。 

22期（2019年 4月 1日）：3団体、16企業、6個人会員、2連携団体。 

         2023年度収支予算案       2023 年 4 月 １日～2024 年 3 月 31 日（単位：円） 

科    目 
予  算  

額 
           備     考               

（収入の部）     

残高（2023 年度年会費） 246,000 2022 年度決算書の残高項目（以下 1.2.3.の 2023 年度年会費前受金） 

Ⅰ年会費     

1. 正会員    

企業 314,000  \40,000×14 社＝560,000-246,000（2023 年度年会費前受金）＝314,000 

2. 賛助会員 20,000  \20,000×1 

3. 個人会員 10,000  \2,000×5 

Ⅱセミナー参加費 100,000  ¥4,000×25 

合  計 690,000   

（支出の部）     

Ⅰ事業費 (580,000)  2023 年度事業計画参照 

1.直接事業費 240,000 セミナー会場費・講師謝金等 

2.間接事業費 340,000 広報・ＨＰ管理費・ＪＣＭ登録認定費（2 回）・顧問交通費等 

Ⅱ一般経費 （110,000）   

1. 事務経費 90,000 理事会・総会・例会準備及び資料作成等・経理管理費・印刷費 

    通信費・交通費・個別企業データー作成・編纂整理 

2. 会議費 10,000 臨時理事会・実行委員会・入会希望者面談等 

3. 雑費 10,000   

合  計 690,000   



 

第 4号議案 役員人事（2022年～2023 年）（承認議案） 
 氏名        （所属及び役職） 

 

1理事長 河野 謙（㈱ガイアート東北支店 支店長） 

2副理事長           高橋 広幸（カナツ技建工業（株）広島営業所 特別顧問） 

3.副理事長（社建 F内新）  山本 雅行（NEXCOエンジニアリング中国（株）広島支店 広島総合事務所 副所長） 

4.理事（所属組織内交代）   吉岡正幸（八千代エンジニアリング㈱広島支店 技術部長） 

5.理事                岩佐 竜幸（㈱アマノ広島支店 環境 RE開発部 部長） 

6.理事              實田 泰之（㈱ジツタ中国 代表取締役） 

7.理事(兼実行委員長)(新)  土井 隆史（広島資材㈱ 代表取締役） 

8.理事              中河原 達真（（株）リ・ユーステクノ研究所 代表取締役）                   

1監事           川井 雅広（大道建設（株） 代表取締役）    

※広島県アスファルト合材協会の退会による退任理事 2名（青木弘二氏、迫谷富三氏）                            

    顧問 

1連携顧問            藤田 忠夫（藤田忠夫事務所 代表）   

2技術顧問             米倉 亜州夫（（株）米倉社会ｲﾝﾌﾗ技術研究所 代表取締役・工学博士） 

3.技術顧問        田辺 和康（福山大学  工学部建築学科 教授・工学博士） 

4.技術顧問        十河 茂幸（近未来コンクリート研究会代表 ・工学博士） 

 

 

第 5号議案  ２０２４年度新事務局による事業体制 
２名の副理事長体制、実行委→全理事 

2024年からの新事務局（企画・会費管理・経理受託等）及び監査川井雅広氏は退会（高齢化） 

 

 

第 6号議案   インボイス対応に関して 
1.対応の必要性 

2.方法 

・現時点では何もしない。 

・「任意組合等の組合員の全てが適格請求書発行事業者である旨の届出書」での処理。 

・（適格請求書発行事業者化予定の無い企業は非構成会員の賛助会員に変更）。 

等。 

2.他案 

 

第 7号議案   その他（報告議案） 
 

 

以上 

 
 


